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1. はじめに 

90 K 級の臨界温度および磁場下での優れた臨界

電流特性を有する REBa2Cu3Oy (RE123)の実用化には、

結晶構造の異方性と粒間弱結合の問題を解決する必

要がある。これにより、緻密で二(三)軸結晶配向した微

細組織の形成が不可欠となる。 

我々は、RE123 の結晶配向制御に室温・非真空プ

ロセスである回転変調磁場(MRF) [1]に着目した。

MRF を用いた二軸磁場配向は各配向軸間の磁化率

(χ)の差(Δχ)を利用するが、双晶を含む RE123 でも結

晶粒レベルにおけるΔχが存在し二軸配向が可能であ

ることをエポキシ樹脂中での粉末の配向挙動[2]からす

でに明らかにしている。 

本研究では、磁場配向法と親和性が高いコロイド固

化成形プロセスの一つであるシート成型法(乾燥法)を

用いて、水平方向に回る磁場回転面に対して平行に

超伝導 CuO2 面が配向する(Y1-xErx)123 (x=0.5, 1)の配

向成型体の作製を試みた。 

2. 実験方法 

磁化軸の変化および本焼成温度による焼結性の

変 化 を 明 ら か に す る た め 、 (Y1-xErx)Ba2Cu3Oy 
[(Y,Er)123, x=0~1]を大気中で合成した。本焼成温度

は 900°C～980°C とした。 
(Y,Er)123 焼結体を酸素アニールしたのち、乳鉢で

粉砕することで(Y,Er)123 粉末を得た。粉末：エポキシ

樹脂＝1：10 の重量比で混合し、試料回転方式の間欠

回転磁場下で室温にて硬化させ、粉末配向体を得た。

間欠回転磁場の概念図を Fig. 1 に示す。 

また、x=0.5, 1 については、磁場中乾燥法による配

向成型体の作製も試みた。分散媒(エタノール)および

バインダー(ポリビニルブチラール(PVB))でスラリーを

作製し間欠回転磁場下で乾燥させシート状の試料を 

 

 
Fig. 1 Experimental configuration in a modulated 

rotating magnetic field (MRF). 

得た。得られた磁場配向体について、極点図から配向

状態を決定した。 

3. 結果 

Fig. 2 に、(Y,Er)123 (x=0.5)配向厚膜(as-casted)の外

観図と(103)極点図を示す。なお、配向条件は 3 T, Ω = 
60 rpm, 静止時間 2 s の間欠回転磁場を用いた。また、

Fig.2 を得るためのスラリーの作製条件はエタノールに

対する粉末の体積分率で 30 vol.%、エタノールに対す

る PVB 添加量 5 wt.%とした。得られた配向厚膜のサイ

ズは 12 mm×12 mm×1.5 mmt の板状であり、PVB 添

加により保型性は良好であった。Fig. 2(b)のように、

(103)極点図からこの配向成型体は、エポキシ樹脂中

の配向に比べると配向度は低いものの二軸配向性を

示すことがわかった。 
当日は、スラリーの粘性などを制御して作製した

(Y0.5Er0.5)123配向成型体や首振り回転方式で作製し

た配向成型体の結果についても報告する。 
 

 
Fig. 2 Photo image (a) and (103) pole figure (b) for a 
magnetically aligned (Y,Er)123 green sheet.  
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